
平成28年12月末現在の
人口の動き

●人口　 14,160人（前月比－42人） 男 7,060人（－32人） ●外国人人口 101人（前月比＋1人）男 55人（＋1人）女 46人（±0人）
　（外国籍除く） 　（前年比－77人） 女 7,100人（－10人） ●世帯数 4,502世帯（外国人のみの世帯含む）
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　元読売巨人軍の加藤健さんたちによる野球教室が開
催されました。
　町の野球少年たちは、プロの技に目を輝かせつつ、
緊張した表情で指導を受けました。
　詳細は25ページをご覧ください。

今年度も開催
加藤健

け ん

さん野球教室
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事
務
事
業
評
価
を

実
施
し
ま
し
た

評価対象
の

イメージ

【総合計画の三層構造】

基本構想

基本計画

行政の
基本的な方針

政策を実現するため
の具体的方針 ･対策

施策を実現するため
の個別の手段

現在の
評価範囲実施計画

【行政評価の三層構造】

政策評価

施策評価

事務事業評価

　
町
で
は
、
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
効
率
的･

効
果
的
な
行
政
運
営
、
総
合
計
画

の
進
行
管
理
、
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を
目
的
と
し
て
、
事
務
事
業
評

価
（
行
政
評
価
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
評
価
の
対
象
は
、
町
の
総
合
計
画
お
よ
び
実
施
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事

務
事
業
の
う
ち
、法
定
受
託
事
務
※
な
ど
を
除
く
継
続
事
業
と
し
、「
１
次
評
価
」

「
２
次
評
価
」
の
２
段
階
に
よ
る
内
部
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

※
法
定
受
託
事
務
：
町
の
事
務
の
う
ち
、
国
や
県
が
本
来
果
た
す
べ
き
役
割
に
関
す
る
も
の

→　
町
の
事
業
が
き
ち
ん
と
行
わ

れ
た
か
見
直
す
こ
と
で
す
。
見

直
し
の
結
果
は
、
次
の
年
度
に

反
映
さ
せ
ま
す
。

　
「
事
務
事
業
」
と
は
、
町
が

目
指
す
方
針
（
政
策
・
施
策
）

を
実
現
す
る
た
め
に
行
う
個
別

の
事
業
で
す
。「
事
務
事
業
評

価
」
は
、
実
施
し
た
事
業
が
初

期
の
目
的
を
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
達
成
し
た
か
、
ま
た
、
時

代
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
事
業

内
容
の
見
直
し
が
必
要
か
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
評

価
を
行
い
、
事
業
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

→　
個
別
の
事
務
事
業
の
実
施
状

況
を
評
価
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
各
所
属
が
個
別
の

事
業
を
実
施
し
た
翌
年
に
内
部

評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
務

事
業
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
直

接
的
な
関
係
の
深
い
、
健
康
診

断
や
町
の
施
設
運
営
、
各
種
補

助
事
業
な
ど
の
ほ
か
、
主
に
町

の
内
部
に
関
係
す
る
電
算
委
託

事
業
や
職
員
研
修
事
業
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
評
価
対
象
と
な
る
事
務
事

業
は
い
ず
れ
も
、
町
総
合
計
画

の
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を
実

現
す
る
た
め
の
「
実
施
計
画
」

に
位
置
付
け
て
い
る
事
業
で

す
。

→　
事
業
内
容
を
よ
く
把
握
し
て
い
る
担
当
者
が
評
価
調
書
を
作
成
し
、
所

属
長
に
よ
る
１
次
評
価
を
経
て
、
副
町
長
が
２
次
評
価
し
、
町
長
へ
報
告

し
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
庁
内
若
手
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
、
１
次
評
価

者
（
所
属
長
）
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
事
業
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

見
直
し
・
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

事
務
事
業
評
価

っ
て
、
な
に
？

評
価
の
対
象

は
？

評
価
の
体
制
は
？

若
手
職
員

に
よ
る

点
検
と

提
言

所
属
長
に

よ
る

１
次
評
価

副
町
長

に
よ
る

２
次
評
価

次
年
度
以
降
の

事
務
事
業
に
反
映

取
り
組
み

状
況
の

公
表

事
業
担
当
者
が
調
書
作
成
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C やや低い
3.3%

C やや低い
2.7%

C やや低い
2.2%

B やや高い
16.5%

B やや高い
22.5%

B やや高い
14.3%

D 低い
1.6%

D 低い
1.6%

D 低い
1.6%

→　
平
成
27
年
度
の
１
８
２
事
業
に
つ
い
て
、
評
価
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
①
成
果
②
効
率
性
の
指
標
と
、

事
業
の
③
必
要
性
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
評
価
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
総
合
し
、
事
業
全
体
の
評
価
を
Ａ
か
ら
Ｄ
ま
で

の
４
段
階
で
表
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
来
年
度
以
降
の
事
業
の

方
向
性
を
１
か
ら
８
で
表
し
た
の
が
、「
３
．今
後
の
方

向
性
」
の
項
目
で
す
。

　
な
お
、
個
別
の
事
業
の
評
価
結
果
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
役
場
総
務
課
、
図
書
館
に

も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

改
善
や
統
合
・
休
止
・
廃
止
を
選
択
し

た
事
業
は
１
割
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。

総
合
判
定

　

①
～
③
の
評
価
結

果
を
数
値
化
し
、
判

定
を
行
い
ま
し
た
。

（
参
考
評
価
）

評
価
の
結
果
は
？

１
．
評
価
の
実
施
状
況

２
．
評
価
結
果

３
．
今
後
の
方
向
性

所　属 合計

総務課 11
税務財政課 4
町民課 5
保健福祉課 35
生活環境課 16
産業観光課 32
ふるさと整備課 28
東港振興室 2
上下水道課 3
議会事務局 2
子ども教育課 26
社会教育課 16
図書館 2
　　合　計 182

１ 現状のまま継続 126

２ 改善（事業の拡大） 8

３ 改善（手段の変更） 10

４ 改善（事業の縮小） 17

５ 改善（民間活用） 1

６ 国・県・広域活用 0

７ 民間委託 0

８ 統合・休止・廃止 20

　　　　　　　合計 182

Ａ 高い 143 ①
成
果（
達
成
度
）

Ｂ やや高い 130

Ｃ やや低い 6

Ｄ 低い 3

Ａ 145

Ｂ 22

Ｃ 8

Ｄ 7

Ａ 高い 133 ②
効
率
性

Ｂ やや高い 41

Ｃ やや低い 5

Ｄ 低い 3

Ａ 高い 149 ③
必
要
性

Ｂ やや高い 26

Ｃ やや低い 4

Ｄ 低い 3

お問い合わせ

　役場総務課　
　総合政策係

　☎２７－２１１１
　　（内線２２５）

A 高い
78.6%

A 79.7%

B 12.1%

C 4.4% D 3.8%

A 高い
73.1%

A 高い
81.9%
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税
の
申
告
は
お
忘
れ
な
く
！

平
成
28
年
分
所
得
税
確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
・
消
費
税
申
告
の
ご
案
内

　申告期間中、会場では多く

の方がおいでになります。イ

ンフルエンザなどの予防のた

め、会場内ではマスクの着用

をおすすめします。

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
受
付
は
、

２
月
16
日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
水
）

ま
で
で
す
。
還
付
申
告
は
、
確
定
申

告
期
間
前
で
も
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
分
の
個
人
事
業

者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税
は
、
３

月
31
日
（
金
）
が
申
告
・
納
付
の
期

限
で
す
。

　

確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な

ど
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自

動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
、
消
費
税
の

申
告
書
や
青
色
決
算
書
な
ど
を
作
成

で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
作

成
し
た
デ
ー
タ
は
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電

子
申
告
）
を
利
用
し
て
提
出
で
き
る

ほ
か
、
印
刷
し
た
書
面
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

おねがい

公的年金などの受給者の
確定申告不要制度について

【公的年金などを受給されている方へ】
　平成 23 年分以後の各年分において、公
的年金などの収入金額の合計額が 400 万
円以下であり、かつ、公的年金などに関
する雑所得以外の所得金額が 20 万円以下
である場合には、所得税の確定申告は必
要ありません。
　なお、平成 27 年分以後は、外国の制度
に基づき国外において支払われている年
金など、源泉徴収の対象とならない公的
年金などを受給されている場合は、この
制度は適用されないこととなりました。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合
わせください。

収入がない方の住民税申告と
所得証明書などについて

　所得証明書などの発行が必要となる場
合は収入がない方でも住民税申告が必要
になります。
　また、次のような場合にも、収入がな
い旨の住民税申告が必要となる場合があ
りますのでご注意ください。

国民健康保険税や後期高齢者医療保険
料の軽減、介護保険料の算定、障害基
礎年金支給額の算定、国民年金保険料
の免除、児童手当の受給　など

社会保障・税番号（マイナンバー）
制度について

　社会保障・税・災害対策分野において、
行政手続の効率化・透明性を高め、国民
にとって利便性の高い公平・公正な社会
を実現することを目的として、社会保障・
税番号（マイナンバー）制度が導入され
ました。

　平成 28 年分以降の所得税および復興特
別所得税や贈与税の申告書の提出の際に
は、

・マイナンバー（12桁）の記載が
必要です！

・本人確認書類の写しの添付が必
要です！

【本人確認書類（番号・身元確認）の例】
例１　個人番号カード（番号・身元確認）
例２　通知カード（番号確認）＋
　　　運転免許証、健康保険の被保険者
　　　証など（身元確認）

※控除対象配偶者および扶養親族の方の
本人確認書類の提示または写しの提出
は不要ですが、マイナンバーを記載す
る必要があります。
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会場の混雑緩和のため、
集落ごとの日程を
 次のとおり設定しました
　次の日程で都合のつかない方は、申告期間中いつで
も申告ができますので、期限内に申告してください。
　また、税務署から申告書用紙が送付されている方
は、必ずその用紙をお持ちになって、ご来場をお願い
します。
　※土・日曜日を除く

確定申告に関するお問い合わせ
　　新発田税務署　☎ 0254－22－3161（代表）または
　　役場税務財政課　税務係　☎ 27－2111（内線 143）

月・日・曜日 時間 対　　象　　集　　落
2月16日（木）
 ～17日（金）

午前 農業所得や小規模な営業所得
などのある方（全集落）午後

2月20日（月） 午前 四ツ屋・道賀新田・上大谷内
午後 真　野

2月21日（火） 午前 丸　潟・桃　山
午後 山倉・苔沼・中の橋

2月22日（水） 午前 本諏訪山・山諏訪山
午後 本大夫・山大夫

2月23日（木）
午前 山大夫・本三賀・山三賀

午後 尾沢ヶ丘・外畑・稲の平
・ひばりが丘

2月24日（金） 午前 二本松・聖中ヶ丘午後

2月27日（月） 午前 同　上
午後 杉谷内・八幡・東山・旭ヶ丘

2月28日（火） 午前 同　上
午後 蓮　野

3月1日（水） 午前 正　庵・藤　寄午後

3月2日（木） 午前 藤 寄・大夫興野
午後 甚兵衛橋・別 條

3月3日（金） 午前  蓮　潟午後

3月6日（月） 午前 蓮潟・蓮潟新田午後

3月7日（火） 午前 網代浜午後

3月8日（水） 午前 網代浜・亀　塚午後

3月9日（木） 午前  亀　塚午後

3月10日（金） 午前  次第浜・汐美台午後

3月13日（月） 午前 同　上午後
3月14日（火）
 ～15日（水）

午前 上記に申告できない方午後

申告書は、
　　自分で書いてお早めに
　医療費の集計や、農業所得の収支計算内訳書な
どは、申告・相談の前に各自で計算されてからお
いでください。

役場申告会場
　　 　2月 16日（木）～ 3月 15日（水）
　　　　（土、日曜日を除く）
　　　　午前 8 時 30分 ～ 11時 30分
　　　　午後 1 時 ～ 4 時 30分
　　 　１階会議室

税務署申告会場
　　 　2月 16日（木）～ 3月 15日（水）
　　　　（土、日曜日を除く）
　　　　午前 9時～午後 4時
　　 　新発田市カルチャーセンター
　　　　新発田市本町 4-16-83
　　　　（新発田中央公園内）

※この期間、新発田税務署庁舎では申告相談
は行っておりません。
※作成済の確定申告書は、e-Taxによる送信
（電子申告）、郵便や信書便による送付、ま
たは新発田税務署の時間外収受箱への投函
により提出できます。

次の方は、税務署申告会場（新発田カルチャー
センター）での申告をお願いします

・住宅ローン控除（初年度）を受ける方
・譲渡所得や先物取引にかかる雑所得のある方
・消費税申告で簡易課税制度を選択していない方

税務財政課
エレベーター

納税
対策室

監査
委員室

ロビー

トイレトイレ
階段階段→

←←

階
段
階
段
↑

↑

↓

↓

↓

↓

階
段
階
段

女　男農業委員会

1階

産業観光課

町民課

相談室

正面玄関

中央玄関

会計室

食堂
用務員室

宿直室

東口
玄関

会場
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消 費 生 活消 費 生 活

聖籠町消費生活センター
役場町民課内（1階）

　☎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

76
2月

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

１２月相談受付情報
月 件数 主な相談内容
12月 3件 出会い系、健康食品、通信販売

消費者トラブル出前講座のご案内

よくある相談
① 携帯に突然「4,000 万円あげる」というメールが届いた。
　　　　　　　　⇒不審なメールには絶対連絡を取らない。

② 携帯で無料動画を見ていたら、いきなり登録となり料金請求された。
　　　　　　　　⇒相手に連絡しない。「解決してあげる」という公的機
　　　　　　　　　関を装った有料の機関に注意（二次被害）

③ お試しのつもりで健康食品を注文したら、定期購入だった。
　　　　　　　　⇒注文の際は、よく確認する。

④ ふとんの無料点検と言われ、訪問を了承したら、打ち直しが必要と言
われ、強引に高額な契約をさせられた。

　　　　　　　　⇒不要な契約はきっぱり断る。契約してしまったら、
　　　　　　　　　８日以内であれば、クーリング・オフができます。

⑤ 火災保険を使うと屋根や雨どいの修理が無料でできますと勧誘され
た。　

　　　　　　　　⇒直接加入している保険会社に問い合わせる。

　　消費者トラブルの現状やその対処法、クーリング・オフなどについてお話をさせていただきます。
　費用は無料です。お気軽にお申し込みください。
　　時間や話の内容については、お申し込みの際にご希望をお聞かせいただきます。

詐欺的な商法に注意！

　 　＊不審に思ったら一人で悩まず、消費生活センターに

　 　　お問い合わせください。

　消費者の方全て
　消費者トラブルと対処方法
　　※テーマ、内容などご希望をお聞かせください。
　聖籠町消費生活センター　☎　２７－１９５８
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区分
年

12月 1月～ 12月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成28年 2 0 2 24 1 29
平成27年 2 0 2 31 1 38
増　減 0 0 0 -7 0 -9

交通安全に関することは
役場生活環境課 地域安全係
☎27－2111（内線２８４）

交 通交 通
安 全安 全
vol.177

今日も一日交通安全今日も一日交通安全

　聖籠町内における平成 28 年中の交通事故発
生件数は 24 件で前年より７件減少、負傷者数
は 29 人で前年より９人減少、死者数は前年と
同じ１人でした。
　平成 29 年も決意を新たに、交通事故死亡者
ゼロを目指し、1 月 10 日（火）に新発田市交
流センターで新発田地区の交通安全関係機関・
団体が交通安全祈願・出初式に参加しました。
　また、交通安全指導員 25 人が規律訓練を行
い、聖籠町の市川交通安全指導員が代表で交通
安全宣言文を読み上げました。
　今年も新発田地区交通安全協会聖籠支部・交
通安全母の会・交通安全指導員が警察と連携を
密にし、町の交通安全を呼びかけていきますの
で、ご理解、ご協力をお願いします。

2月 14 日（火）蓮潟こども園（午前 9時 30 分～ 10 時 30 分）
2月 16 日（木）亀代こども園（午前 9時 30 分～ 10 時 30 分）
2月 23 日（木）蓮野こども園（午前 9時 30 分～ 10 時 30 分）

交通安全母の会が世帯訪問し、交通安全母の会が世帯訪問し、
交通安全を呼びかけました交通安全を呼びかけました

２月予定のお知らせ２月予定のお知らせ
（交通安全劇・防犯劇）（交通安全劇・防犯劇）

目指せ交通事故死亡者ゼロ！目指せ交通事故死亡者ゼロ！
交通安全祈願・出初式が開催されました交通安全祈願・出初式が開催されました

町の交通事故発生状況

こども園に聖籠町の交通

レンジャーが行くよ！

おうちの人も見に来てね！

交差点事故が多発していま

す。しっかり止まって安全

確認をしてください。

　交通安全母の会では、毎月 10 日に高齢者交通事故防止世帯訪問を行っています。
県内では高齢者死亡事故が多発していることから平成 28 年 12 月 12 日（月）に二
本松集落で訪問活動を行い、靴や自転車、シルバーカーに反射シールを貼ったり、
反射材タスキなどの啓発物を配布しながら、交通安全の呼びかけを行いました。

は～い！

気をつけます！

ありがとうね。

↑宣言文を読み上げる市川指導員（右手前）。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

平
成
28
年
12
月
26
日
（
月
）

■
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
開
催

　

特
別
職
の
給
料
な
ど
の
据
え
置
き

 

を
答
申

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
（
森
猛
義

会
長
）
が
12
月
26
日
（
月
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
町
長
な
ど
特
別
職

の
給
料
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
町
長

か
ら
諮
問
を
受
け
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、

議
長
、
副
議
長
な
ら
び
に
議
員
の
報

酬
を
据
え
置
く
こ
と
が
適
当
と
の
答

申
を
町
長
に
行
い
ま
し
た
。

■
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

 

委
員
に
小
林
勝か

つ

治じ

さ
ん

　

小
林
勝か

つ

治じ

さ
ん
（
山
三
賀
）
が
、

平
成
28
年
12
月
に
行
わ
れ
た
第
４
回

町
議
会
定
例
会
で
議
会
の
同
意
を
得

て
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
国

家
公
務
員
と
し
て
奉
職
さ
れ
、
豊
か

な
見
識
と
経
験
を
備
え
た
経
歴
を
お

持
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
か
つ

公
平
な
審
査
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
29
年
1
月
1

日
か
ら
平
成
31
年
12
月
31
日
ま
で
で

す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
退
任
さ
れ
た
佐

藤
栄え

い
ぞ
う藏

さ
ん
は
、
平
成
21
年
10
月
か

ら
約
７
年
間
に
わ
た
り
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

生
活
環
境
課

１
月
８
日
（
日
）

■
町
消
防
出
初
式
を
実
施

　

役
場
を
会
場
に
聖
籠
町
消
防
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
の
消

防
団
が
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
な
が

ら
、
町
内
を
広
報
し
、
そ
の
後
、
町
、

消
防
団
、
消
防
関
係
機
関
か
ら
約
90

名
、
34
台
の
参
加
に
よ
る
車
輌
パ
レ

ー
ド
、
続
い
て
安
全
祈
願
、
実
践
放

水
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
の
聖
籠
町
の
火
災
件
数

は
昨
年
よ
り
2
件
少
な
い
5
件
で
し

た
。

　

地
域
、
家
庭
、
そ
し
て
一
人
ひ
と

り
が
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
火

事
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町

民

課

平
成
28
年
11
月
25
日
（
金
）

■
平
成
28
年
度
第
４
回
聖
籠
町

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
開
催

　

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
は
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
予

算
や
運
営
に
つ
い
て
、
有
識
者
や
町

民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
し
な
が
ら

適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
調

査
審
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
４
回
目
と
な
る
協
議
会

で
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

↑答申を行う森会長（右）と答申を受ける
　渡邊町長（左）

小林 勝治さん（山三賀）
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・
平
成
28
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
案
）
に
つ
い
て

・
国
保
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
つ
い

て平
成
28
年
12
月
13
日
（
火
）

■
平
成
28
年
度
第
１
回
聖
籠
町
介
護

 

保
険
運
営
協
議
会
開
催

　

聖
籠
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
、

介
護
保
険
に
関
す
る
施
策
が
、
制
度

の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
町
民
の

意
見
を
十
分
に
反
映
し
な
が
ら
適
切

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
調
査
審

議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
の

審
議
で
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。

・
平
成
27
年
度
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
実
績
に
つ
い
て

・
第
７
期
介
護
保
険
計
画
に
つ
い
て

・
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
に
つ
い
て

・
平
成
27
年
度
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
実
績
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
28
年
度
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
活
動
実
績
中
間
報
告
に
つ
い

て

保
健
福
祉
課

平
成
28
年
12
月
13
日
（
火
）

■
平
成
28
年
度
第
１
回
聖
籠
町
障
害

福
祉
計
画
・
障
害
者
計
画
策
定
委

員
会
・
第
１
回
自
立
支
援
協
議
会

 

開
催

　

第
１
回
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
者

計
画
策
定
委
員
会
で
は
、
次
の
こ
と

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

・
障
が
い
者
計
画
の
期
間
の
見
直
し

に
つ
い
て

　

ま
た
、
第
１
回
自
立
支
援
協
議
会

で
は
、
次
の
こ
と
が
協
議
さ
れ
ま
し

た
。

・
障
が
い
福
祉
施
策
の
現
状
と
課
題

の
確
認
に
つ
い
て

平
成
28
年
12
月
20
日
（
火
）

■
聖
籠
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

辞
令
交
付
式
お
よ
び
退
任
式

　

３
年
任
期
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
新
任
者
３

名
な
ら
び
に
再
任
者
20
名
の
辞
令
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
よ
り
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
一

人
ひ
と
り
に
交
付
さ
れ
、
県
知
事
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
３
年
間
の
任
期
中
、
地
域

の
人
た
ち
が
生
き
生
き
と
元
気
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
４

名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご

労
苦
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

の
感
謝
状
が
、
町
長
よ
り
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
教
育
課

平
成
28
年
12
月
27
日
（
火
）

■
第
12
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

　

 

定
例
会
開
催

・
新
発
田
市
立
図
書
館
、
胎
内
市
立

図
書
館
お
よ
び
聖
籠
町
立
図
書
館

の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
書
の

締
結
に
つ
い
て

・
学
校
事
務
共
同
実
施
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
つ
い
て

　

以
上
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

農
業
委
員
会

平
成
28
年
12
月
26
日
（
月
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

　

 

第
10
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理

権
）
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
４
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

↑委嘱状交付の様子。左から渡邊町長、
　五十嵐信

のぶ

博
ひろ

さん（蓮潟）。

↑感謝状伝達の様子。左から山田敏
とし

夫
お

さん
　（網代浜）、渡邊町長。

― このまちとともに
　 　次の１００年へ ―

民生委員委員制度は、今年
１００周年を迎えました。
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2 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O RM A T I O N

《相談事業》
ところ　役場２階　第１会議室
◆行政相談
　14日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線229）

ところ　町民会館第１会議室
◆人権特設相談所
　９日（木）午後１時～４時
　 役場町民課人権担当（内線111）
　　法務局新発田支局　☎24-7102

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　１日（水）、15日（水）
　午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○１歳２ヵ月児歯科健診
　13日（月）午後1時15分～
○３歳６ヵ月児歯科健診
　20日（月）午後1時15分～
○１歳６ヵ月児健診
　23日（木）午後1時～
○乳児健診
　24日（金）午後1時15分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27-6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

2
月

2
日 

聖
籠
町
農
業
再
生
協
議
会
臨
時

総
会

8
日 

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
市
町
村
長
協
議
会

9
日 

農
家
組
合
長
会
議

13
日 

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
正
副
理
事
長
会
議

 

新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

議
会
定
例
会

 

新
潟
県
市
町
村
振
興
協
会
理
事

会

17
日 

町
村
会
定
期
総
会

 

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
理
事
会

25
日 

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
定
例
会

27
日 

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
第
１
４
１
回
通
常
総
会

入 札 結 果 入札日　平成28年12月2日～12日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日または工

事（委託）期間最終日
入札
方法

1 平成 28 年度 菖蒲沼遺跡発掘
調査 埋戻用重機等借上 聖籠町大字諏訪山地内 2,106,000 ㈱聖路総合 平成29年3月10日 指名競争

入札

2 杉谷内処理分区公共汚水桝設
置工事（その 10） 聖籠町大字次第浜地内 1,674,000 高橋土建㈱ 平成29年1月16日 指名競争

入札

　（一財）自治総合センターでは、地域のコミュニティ活動の充実・強化
を図り、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与することを目的
に、宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニティ助成事業を実施し
ています。
　蓮潟集落では、この助成事業を活用し、子どもみこしおよび台車を作
製しました。

役場総務課　総合政策係
　（内線２２５）

　児童手当の２月支払い分（平成 28 年 10 月～ 29 年１月分）は 2月10日
（金）に受給者の指定した金融機関に振り込みます。個人への支払通知は、
この紙面をもって代えさせていただきます。

子ども教育課　子ども・子育て支援係（内線３０７）

宝くじの助成金で作りました

2月10日（金）に児童手当を振り込みます
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12月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

　煌
こう

 ちゃん （幾野　　渉） 藤　寄

　樹
いつき

 ちゃん （平野　広幸） 次第浜

慶
けいじゅ

樹 ちゃん （藤田　恭平） 別　條

瑛
えい

斗
と

 ちゃん （大山　武士） 亀　塚

未
み

寿
こと

 ちゃん （高橋　雄介） 網代浜

　陽
はる

 ちゃん （渡辺　　昭） 亀　塚

柚
ゆず

稀
き

 ちゃん （伊藤　和貴） 山大夫

匡
たす

紅
く

 ちゃん （肥田野雄大） 苔　沼

美
み

空
あ

 ちゃん （金子　将志） ひばりが丘

悠
ゆう

翔
と

 ちゃん （山口　昌輝） 亀　塚

 氏　名 年齢 行政区

高　松　静
しず

　男
お

 さん （82 歳） 亀　塚

肥田野　ハツエ さん （92 歳） 真　野

蒲　沢　甚
じんざぶろう

三郎 さん （89 歳） 次第浜

水戸部　熊
くま

　蔵
ぞう

 さん （83 歳） 道賀新田

大　浦　ミサホ さん （94 歳） 本大夫

伊　藤　三
みつ

　生
お

 さん （86 歳） 藤　寄

八　幡　俊
とし

　江
え

 さん （77 歳） 藤　寄

大　沢　　　守
まもる

 さん （85 歳） 蓮潟新田

渡　辺　キ　ミ さん （93 歳） 次第浜

小　川　正
しょう

　一
いち

 さん （85 歳） 本大夫

佐久間　　　一
はじめ

 さん （87 歳） 蓮　潟

　小　林　誠
まさ

　志
し

 さん

（藤　巻）智
さと

　実
み

 さん ｝二本松

　佐　藤　貴
き

　一
いち

 さん

（小　山）詩
し

　乃
の

 さん ｝甚兵衛橋

　齋　藤　正
まさ

　明
あき

 さん

（安　達）永
えい

　里
り

 さん ｝杉谷内

　小　野　　　剛
つよし

 さん

（山　口）　　綾
あや

 さん ｝網代浜

行政区長名（敬称略）と
各行政区の人口および世帯数 ※2

 （単位：人、世帯）
行政区名 区長氏名 人口 ※3 世帯数
四 ツ 屋 笹山　稔秋 57 15
道 賀 新 田 澁谷　勘市 144 34
上 大 谷 内 長谷川金雄 24 6
真 野 関　　悦男 282 82
丸 潟 神田　　勝 96 29
桃 山 安達　　博 155 53
山 倉 肥田野　保 290 81
苔 沼 神田　豊好 371 110
中 の 橋 肥田野三男 24 9
本 諏 訪 山 佐藤　喜発 156 45
山 諏 訪 山 吉田　辰夫 375 113
本 大 夫 大浦　敏夫 121 36
山 大 夫 中村　昭三 578 179
聖 中 ヶ 丘 天城　幹夫 203 60
本 三 賀 宮野　孝男 45 11
山 三 賀 齋藤　健一 183 46
二 本 松 髙橋　　劭 769 221
外 畑 山田　一郎 119 39
蓮 野 小栁　正平 417 120
杉 谷 内 加藤　健二 291 82
正 庵 藤井　清四 183 52
藤 寄 肥田野繁晴 831 250
大 夫 興 野 渡邉　　優 236 71
甚 兵 衛 橋 長谷川建一 61 21
蓮 潟 神田　　勉 899 293
蓮 潟 新 田 伊藤　慶一 113 29
網 代 浜 渡邊　幸明 1,679 633
次 第 浜 平野　政要 1,820 571
尾 沢 ヶ 丘 笹岡　久芳 88 59
亀 塚 髙松　幹雄 1,546 449
稲 の 平 稲垣　武道 37 16
別 條 中村　政雄 330 96
八 幡 齋藤　健一 102 28
東 山 佐藤　杏美 228 69
旭 ヶ 丘 皆川　富一 402 131
ひばりが丘 久保　芳史 550 185
汐 美 台 渡邊　博参 344 169
※１　区長さんの任期は集落により異なります。
※２　人口および世帯数は、平成 29 年 1 月 1 日現

在住民基本台帳に登録されている数字。
※３　外国人を除く。

役場総務課　広報広聴係（内線 227）

　

平
成
29
年
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
※
１

。
区
長
さ
ん
に
は
、
区
長

会
議
な
ど
へ
の
出
席
、
町
か
ら
の
文
書
の
配
布
や
募
金
の
取
り
ま
と
め
、

除
雪
の
要
望
や
苦
情
の
連
絡
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
な
ど
、
行
政

と
町
民
の
皆
さ
ん
の
パ
イ
プ
役
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
※
１

。

区
長
さ
ん

区
長
さ
ん    

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

区
長
さ
ん

区
長
さ
ん    

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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平成平成2929年度聖籠町住民健診をお申し込みください年度聖籠町住民健診をお申し込みください
　町では、町民の皆さまの生活習慣病予防・早期発見・早期治療に役立てていただくために、各種住
民健診を実施しています。1月下旬から 2月にかけて各世帯に「平成 29年度聖籠町住民健診申込書」
を配付させていただきますので、ご記入・ご提出をお願いいたします。

●国民健康保険加入の 30歳以上の方
　同封の「平成 29年度国民健康保険特定健診・人間ドックのご案内」もご提出ください。

●社会保険被扶養者の 41～ 74歳の方
　特定健診は、社会保険が発行する「特定健診受診券」が必要になります。ただし、保
険者によっては町では受けられない場合もありますので必ず保険者に確認してください。

●胸部レントゲンおよびがん検診
　加入保険に関係なく受診券なしで受診できます。

※健診（検診）内容などの詳細は、住民健診申込書と同時に配布します。

注
目
! !

お申し込み・お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）保健衛生係　☎ 27－6511

申込書記入例
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※４　聖籠ハナ　78歳　無職
　後期高齢者医療保険加入
　体が丈夫で、医者には全くかかって
いないのが自慢よ。町の集団健診を全
て受けて、健康を確かめるわ。

※３　聖籠緑丸　41歳　自営業
　聖籠町国民健康保険加入
　今年は、人間ドックを受けて、しっかりす
みずみまで確認しようかな。
　国民健康保険特定健診申込書で人間ドッ
クを申し込もう！

※１　　　　　　会社での職員健診に、がん検診が含まれていない場合があります。働き盛りだからこそ、がん
検診は毎年受けてほしいです。ぜひ、町のがん検診をお申し込みください。

※２　　　　　　41歳～74歳までの方の「特定健診」は、加入している国民健康保険や社会保険が指定した検査
機関・医療機関で受けることになります。

※３　　　　　　30歳以上で、聖籠町国民健康保険加入の方は、「平成29年度国民健康保険特定健診・人間ドッ
クのご案内」をご確認ください。

※４　　　　　　75歳以上の方、または20歳以上40歳未満の方は、加入保険に関係なく特定健診を受けること
ができます。

（申し込み例）
※２　聖籠花子　45歳　主婦
　社会保険 被扶養者
　私は夫の扶養家族。
　会社を通して保険者から特定
健診受診券が送られてくる予定。
　受診券を持って「町の健診
（春）」を受けにいくわ。
　乳がんは昨年受けたので、今
年はお休みね。

※１　聖籠太郎　45歳　会社員
　社会保険加入 本人
　会社で特定健診は受けているけど、がん
検診が無いから、「町の健診（春）」で胃が
ん・大腸がん検診だけ受けてみよう！

「健診」・・・健康かどうかを診断すること。生活習慣の見直しが目的。
「検診」・・・特定の病気にかかっているかどうかを検査すること。
　　　　　　早期に発見し、治療することが目的。

町では、各種健診・検診を総称して、「住民健診」と表記しています。

「健診」と「検診」の違いは？
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お問い合わせ　子ども教育課　学校支援係（内線３０５）

聖籠町育英資金貸与制度のご案内
　町では、将来を担う人材育成を目的として、大学から各種専修学校までの幅広い学生を対象に予算
の範囲内で育英資金の貸与制度を設けています。
　平成 29 年度貸付を次のとおり募集しますので、ご希望の方は申込期間内にお申し込みください。

■貸与の額
 
①貸与月額
自宅からの通学…４万円以内、自宅外からの通学…６万円以内

②一時金（入学年度に限る）
大学…50 万円以内、短期大学・高等専門学校・各種専修学校…30 万円以内

■返還方法
 
貸与期間終了後 1年間の猶予期間を置き、最長 10 年以内に返還していただきます。
※利息は付きません

■貸与を受けることができる方（次の事項すべてに当てはまる方）
 
①聖籠町に 2年以上住所のある方の子弟
②大学、短期大学（注１）、高等専門学校、各種専修学校の専門課程の入学生または在学生
③修学に充分たえ得る方で、成業可能と思われる方
④経済的理由により修学が困難な方
※父および母または後見人の所得（注２）金額の合計が 780万円未満で、父および母または後見人のうち主たる家計支持者の所得金額が
町で定める基準以下である方

⑤聖籠町育英資金の貸与を一度も受けていない方
⑥（独）日本学生支援機構・地方公共団体などの他の奨学金を受けていない方
（注１）　大学・短期大学とは、学校教育法による大学の学部・学科（課程）、短期大学をいい、国・公・私立および昼・夜間の別は問

いません。ただし、通信教育部・別科、大学の付属施設（看護学校など）、放送大学、自治医科大学、産業医科大学、防衛大学、
大学院などは対象となりません。専修学校の場合は、学校法人であり、2年以上の修学年であることが必要です。

（注２）　所得とは、収入総額から必要経費を差し引いた額をいいます。

■申し込み手続
 
１　申込期間

2月 10 日（金）～ 3月 10 日（金）
２　申込先

役場３階　子ども教育課
３　提出書類

①育英生願書、②推薦調書（学校長の推薦が必要です）、③在学証明書（注３）、④世帯全員分の
住民票謄本、⑤連帯保証人の印鑑登録証明書（2人分）（注４）、
⑥父および母または後見人の収入などに関する書類
　　給与所得者　平成 28 年分の源泉徴収票の写し
　　事業者　　　平成 28 年分の確定申告書の写し
　　年金受給者　年金の源泉徴収票、支払通知書等の写し
　　　※兼業農家などで給与収入と事業収入がある場合は、源泉徴収票および確定申告書の写しの提出が必要です。

　（注３）在学証明書は、入学後に学校から発行してもらい、別途町が定める日までに提出してください。
　（注４）連帯保証人が 2人必要です。うち 1人は父または母、もう 1人は別世帯の成人の方となります。

※①育英生願書、②推薦調書の様式は子ども教育課または町ホームページで取得できます。
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学校給食食材の
放射性物質　　
　　　測定結果

　聖籠町では、学校などの給食の安
全性を確認し、給食に対する保護
者などの不安を軽減することを目的
に、給食用食材の放射性物質検査を
実施しています。検査は毎週木曜日、
翌日（金曜日）に使用する食材の中
から１品目を選定して行い、再検査
となった食材は、給食に使用せず、
再検査を実施し公表しています。
　なお、町のホームページで最新の
検査結果を掲載しています。

子ども教育課　学校支援係
　 （内線３０５）

検査
日

検査
品目

生産地

測定結果

放射性
ヨウ素

放射性セシウム

１３１ １３４ １３７

12月
1日

ニラ 高知県 検出
せず

検出
せず

検出
せず

12月
8日

白菜 群馬県 検出
せず

検出
せず

検出
せず

12月
15日

人参 千葉県 検出
せず

検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3丁目 3番 2号）

※単位：Bq（ベクレル／㎏）

※この検査の検出限界値は、２０Bq／㎏です。

検出限界値は、測定する条件や食材により異

なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器

で検出できる最小値（最小限度）のことをい

い、この値は測定環境（自然界に存在する大

気中の放射線量）、測定条件（時間重量など）、

検査対象品目によって異なります。

学校運営協議会委員を学校運営協議会委員を

募集します募集します

　教育委員会では、平成２０年
度から各小中学校に学校運営協
議会を設置し、コミュニティ・
スクールの指定をしています。
学校運営協議会では、学校運営
の基本的な方針を承認したり、
学校の教育活動などについての
考えを述べたりすることで、保
護者や地域の皆さんの意見を学
校運営に反映させます。今年度、
９年間の実績が評価され、文部
科学大臣賞を受賞しました。
　この学校運営協議会の委員
（非常勤特別職・若干の謝金あ
り）を募集いたしますので、学
校運営に関心をお持ちの方はご
応募ください。

■募集人数　町内小学校・聖籠中学校　
　　　　　　各若干名
　　＜仕事内容＞

次のことについて意見を率直に述べていただきます。
・教育課程の編成に関すること
・学校経営計画に関すること
・組織編成に関すること
・その他学校運営の全般に関すること

■任　　期　４月１日～翌年３月３１日（１年間）

■応募締切　２月１３日（月）

■申込方法　　希望される学校名を明記し、住所、氏名、年齢、
職業、電話番号、応募の動機をお書きいただき、
官製はがき・封書で郵送または電子メールで申
し込みください。

■申 込 先　【郵　　送】957－0192　
　　　　　　　　　　　 聖籠町大字諏訪山 1635 番地 4
　　　　　　　　　　　 聖籠町教育委員会　子ども教育課
　　　　　　【ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ】e‐gakkou@town.seiro.niigata.jp

■選考と結果の通知
　３月の定例教育委員会で委
員の選任について審議し決定
します。
　結果については、４月上旬
に通知します。

町教育委員会　
　子ども教育課（内線３０４）
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、
集
団
保

育
な
ど
が
困
難
な
児
童

③
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
で
の

保
育
が
困
難
な
児
童

※
①
〜
③
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
児
童

【
利
用
可
能
日
時
】

①
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分
（
土
・
日
、
祝
日
お
よ
び
12
／
29

〜
1
／
3
は
休
業
）

②
利
用
可
能
日
数
は
、
原
則
と
し
て
１
病
気

に
つ
き
連
続
７
日
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

ま
で

【
対
象
疾
患
】

児
童
が
日
常
か
か
り
や
す
い
病
気

か
ぜ
、
消
化
不
良

感
染
症
の
病
気

麻
し
ん
、風
し
ん
、水
ぼ
う
そ
う
な
ど
（
感

染
の
恐
れ
の
無
く
な
っ
た
場
合
に
限
る
）

慢
性
の
病
気　

ぜ
ん
そ
く
な
ど

そ
の
他

や
け
ど
、
骨
折
な
ど
の
外
傷
性
疾
患

※
①
病
後
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
回
復
期
に
あ

り
感
染
力
は
な
い
が
体
力
な
ど
も
な
く
、

ま
だ
集
団
保
育
が
で
き
な
い
と
医
師
な
ど

が
判
断
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

②
病
児
保
育
に
お
い
て
も
、
症
状
に
よ
っ
て

は
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
受
入
可
能
児
童
数
】

　

３
人
（
病
児
１
人
、
病
後
児
2
人
）

　

た
だ
し
、
感
染
症
な
ど
の
ま
ん
延
時
に
お

い
て
は
、
大
変
込
み
合
う
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
利
用
料
】

　

１
利
用
ご
と
に
２
０
０
０
円
（
施
設
に
当

日
直
接
支
払
。
医
療
機
関
受
診
の
場
合
は
別

途
料
金
が
必
要
）

　

た
だ
し
、
次
の
世
帯
に
は
減
免
措
置
が
あ

り
ま
す
（
利
用
時
に
証
明
書
の
提
出
が
必

須
）。

①
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

（
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
受
給
証
明
書

の
提
出
）

②
町
民
税
非
課
税
世
帯
は
１
０
０
０
円

（
町
民
税
の
課
税
証
明
書
の
提
出
）

【
利
用
時
に
必
要
な
も
の
】

①
利
用
申
込
書

②
利
用
連
絡
票
（
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
た
も
の
）

③
減
免
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
減
免
決
定
通

知
書
（
子
ど
も
教
育
課
に
申
請
）

④
子
ど
も
の
朝
の
様
子
（
記
入
票
）

⑤
そ
の
他
処
方
さ
れ
た
薬
（
お
薬
手
帳
）、

昼
食
・
お
や
つ
・
飲
み
物
（
水
筒
の
中
味

が
お
茶
の
場
合
は
、
薬
服
用
の
た
め
の
お

水
も
持
参
）・
コ
ッ
プ
・
ミ
ル
ク
・
ほ
乳

び
ん
・
は
し
・
フ
ォ
ー
ク
・
ス
プ
ー
ン
、

食
事
用
エ
プ
ロ
ン
（
３
枚
程
度
）・
手
拭

き
タ
オ
ル（
３
枚
程
度
）・
バ
ス
タ
オ
ル（
２

枚
）・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
（
２
〜
３
枚
程

度
）・
着
替
え
用
衣
類
一
式
（
３
〜
４
組
）・

紙
お
む
つ
（
６
〜
15
枚
程
度
）・
お
し
り

拭
き
・
汚
物
入
れ
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
５
枚
程

度
）、歯
磨
き
セ
ッ
ト
（
必
要
に
応
じ
て
）、

お
子
様
の
好
き
な
遊
具
・
本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
※
①
利
用
申
込
書
②
利
用
連
絡
票
③
子
ど
も

の
朝
の
様
子
な
ど
の
申
し
込
み
用
紙
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
教
育
課
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

【
そ
の
他
注
意
事
項
】

　

児
童
の
健
康
状
態
が
急
変
し
た
場
合
は
、

保
護
者
の
方
に
緊
急
連
絡
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
の
健
康
状
態
が
急
変

し
た
こ
と
に
よ
り
医
療
機
関
（
病
院
な
ど
）

へ
受
診
し
た
場
合
の
費
用
は
、
利
用
者
の
実

費
負
担
（
健
康
保
険
の
実
費
負
担
）
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
キ
ャ
ン
セ
ル
の
際
も
必
ず
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。（
キ
ャ
ン
セ
ル
料

は
発
生
し
ま
せ
ん
。）

病
児
・
病
後
児
保
育
を

病
児
・
病
後
児
保
育
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、就
労
な
ど
に
よ
り
、病
気
中
（
病
児
）
ま
た
は
病
気
回
復
期
（
病
後
児
）

に
あ
る
児
童
を
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、
医
療
機
関
内
に
付
設
さ

れ
た
施
設
に
お
い
て
一
時
的
な
保
育
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
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大気汚染に関する情報提供

　冬場から梅雨の時期に
かけ、大気汚染物質に
よる光化学スモッグや
PM2.5（微小粒子状物質）
の濃度上昇が予想されま
す。
　大気汚染物質の注意喚
起は、テレビ・ラジオな
どによる報道のほか、町
の防災無線で情報提供を
行います。

■大気汚染物質の注意喚起が行われた場合
・屋外での長時間の運動や外出はできるだけ控えましょう。外出
する場合、マスクの着用は一定の効果が期待できます。

・建物の換気や窓の開閉は最小限にしてください。
・呼吸器疾患、循環器疾患のある方やお子さま、高齢者の方は影
響を受けやすいとされているため、より慎重に行動することが
望まれます。

■大気汚染状況の速報について
○インターネット
・環境省　そらまめ君　（http://soramame.taiki.go.jp）
・新潟県　新潟県の大気（http://niigata-taiki.jp
　　　　　　　　　　　　次のQRコードでアクセス可）

○電話
・新潟県大気汚染情報テレフォンサービス　
　☎０２５－２８０－５１０４（24 時間対応）

【利用手続きの流れ】

①事前登録
保護者より子ども教育課に登録
申請書を提出すると、登録書が
発行されます

②お子様の具合が悪い
医療機関へ利用連絡票を持参
し、医師より症状の記載および
署名・押印された連絡票を取得

③利用申込
聖籠あおい保育園（新潟聖籠病
院代表 025-256-1010）へ連絡票
の内容を伝える（児童の氏名・
生年月日・病名・症状・安静度・
利用期間・保護者の連絡先など）
申込時間　午前９時～午後５時

※可能な限り、連絡票および申
込票をFAX（025-256-1515）また
はＥメール
niigataseiro . hp@aoikai . jp
に添付し、送付いただきますよ
うお願いします

④予約完了
聖籠あおい保育園より、保護者
へ利用可能期間などを連絡しま
す

⑤利用承諾書の交付
利用当日、聖籠あおい保育園よ
り保護者へお渡しします

⑥病児保育の利用
利用児童とともに、利用申込書・
利用連絡票・子どもの朝の様子
（記入票）など、当日必要な物を
持参し保育士に預けてください

⑦利用料金の支払い
利用日ごとに、新潟聖籠病院会
計窓口に直接利用料金を納入し
ていただきます

お問い合わせ　役場生活環境課　環境推進係
　　　　　　　　　　　　　　　（内線２８１）

お問い合わせ　
　子ども教育課 子ども・子育て
　 支援係  （内線３０７）

スマートフォンはこちら 従来型携帯電話はこちら
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綺
麗
な
お
花
を

　
　
　

咲
か
せ
ま
せ
ん
か

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
美
化
ネ
ッ
ト
せ

い
ろ
う
で
は
、
よ
り
綺
麗
な
花
の
育

て
方
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
や

家
庭
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に

「
花
と
緑
の
講
習
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

春
に
向
け
て
お
花
を
植
え
て
み
よ

う
と
考
え
て
い
る
方
、
既
に
お
花
を

育
て
て
い
る
け
ど
も
っ
と
綺
麗
に
咲

か
せ
た
い
、
普
段
の
育
て
方
で
疑
問

が
あ
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
講
師
紹
介

斎
藤　

斉
（
サ
イ
ト
ウ
ヒ
ト
シ
）

　

花
苗
生
産
農
家
と
し
て
「
花
の

企
画
社
に
い
が
た
支
部
」
に
て
花

苗
の
栽
培
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
月
11
日
（
土
）

 

午
前
10
時
〜
正
午
頃

聖
籠
町
海
の
に
ぎ
わ
い
館
内

大
会
議
室

聖
籠
町
大
字
網
代
浜
１
６
１
２

 

番
地
５

■
定
員　

先
着
25
名

（
初
参
加
者
を
優
先
し
ま
す
）

■
申
込
方
法

事
務
局
ま
で
電
話
、
電
子
メ
ー
ル

な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
参
加
費
無
料
）

■
申
込
締
切

２
月
27
日
（
月
）

・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
美
化
ネ
ッ

ト
せ
い
ろ
う
事
務
局
（
結
い
ハ
ー

ト
聖
籠
１
階
）

☎
２
０
‐
８
０
４
７

Ｅ
メ
ー
ル

kannkyoubika-seiro@
sage.

ocn.ne.jp

広
域
関
係
三
組
合　

建
設
工
事
な
ど
の
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
を

　
　
　
　

受
け
付
け
ま
す

　

平
成
29
・
30
年
度
に
新
発
田
地
域

広
域
事
務
組
合
、
新
発
田
地
域
老
人

福
祉
保
健
事
務
組
合
お
よ
び
下
越
障

害
福
祉
事
務
組
合
が
発
注
す
る
建
設

工
事
な
ら
び
に
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
な
ど
の
業
務
の
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
新
発
田
地
域
広
域
」

で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

２
月
１
日
〜
２
月
28
日

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。
郵
送

の
場
合
２
月
28
日
消
印
有
効
）

■
提
出
書
類

新
潟
県
様
式
お
よ
び
組
合
様
式

（
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
。
組
合
事
務
局
総

務
課
に
も
あ
り
ま
す
。）

■
提
出
・

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

事
務
局 

総
務
課

☎
０
２
５
４
‐
２
６
‐
１
５
０
１

〒
９
５
７
‐
０
０
５
３

新
発
田
市
中
央
町
５
‐
４
‐
７

税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

２
月
６
日
（
月
）、
７
日
（
火
）、

８
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
受

付
は
午
後
３
時
ま
で
）

各
税
理
士
事
務
所

（
税
理
士
に
よ
り
担
当
日
が
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
を

受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
な
ど

相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

電
話
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

関
東
信
越
税
理
士
会

新
発
田
支
部　

事
務
局

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
８
５
９
８

「
に
い
が
た
消
防
団
員

サ
ポ
ー
ト
制
度
」の
協
力
店

　
　
　
　

を
募
集
し
ま
す

　

地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
活
動

す
る
消
防
団
員
を
地
域
全
体
で
応
援

す
る
た
め
、
県
内
の
消
防
団
員
と
そ

の
家
族
が
、
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

ポ
イ
ン
ト
加
算
や
割
引
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
制
度
に
参
加
し
、

地
域
の
安
全
・
安
心
、
そ
し
て
笑
顔

を
守
る
消
防
団
員
を
応
援
し
ま
せ
ん

か
。

■
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
リ
ッ
ト

・
県
内
約
３
万
８
０
０
０
人
の
消

防
団
と
そ
の
家
族
の
利
用
が
期

待
で
き
ま
す
。

・
地
域
防
災
力
強
化
に
協
力
す
る

企
業
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

が
期
待
で
き
ま
す
。

■
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
お
願
い

パ
ス
ポ
ー
ト
提
示
で
、
消
防
団
員

お
よ
び
そ
の
家
族
へ
の
サ
ー
ビ
ス

提
供

（
例
）
ポ
イ
ン
ト
加
算
、
ド
リ
ン
ク

や
大
盛
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
、

割
引
な
ど

■
申
し
込
み
方
法

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
企
業
さ
ま

は
、「
登
録
申
請
書
」
を
県
ま
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は「
に

い
が
た
消
防
団
員
サ
ポ
ー
ト
制

度
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
防
災
局
消
防
課
消
防
係

☎
０
２
５
‐
２
８
２
‐
１
６
６
４

義援金を受け付けています
　平成２８年１２月２２日に糸魚川市で発生
した大規模火災により、大きな被害が出てい
ます。
　この火災で被災された方々を支援するた
め、日本赤十字社および共同募金委員会では
義援金を受け付けています。
　なお義援金は、振り込みまたは現金での受
け付けを行っていますので、取扱窓口などく
わしくはお問い合わせください。
　皆さまの温かいご支援をお願いします。
■受付期間　　３月３１日（金）まで
日赤聖籠町分区事務局
　（町保健福祉センター内） ☎２７－６５１１
　聖籠町共同募金委員会事務局
　（結いハート聖籠内） ☎２７－６７６７
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青
少
年
育
成
講
演
会

「
〜
夢
を
追
う
子
ど
も
た
ち
の

 

親
と
し
て
〜
」

　

新
発
田
青
年
会
議
所
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
と
、
親
を
含
む
周
り
の
大
人
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
26
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
開
場　

午
後
０
時
30
分
）

新
発
田
市
民
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

■
講　

師

　

高
木 

豊 

氏
（
元
プ
ロ
野
球
選
手
）

聖
籠
町
、
新
発
田
市
、
阿
賀
野
市
の

住
民
と
そ
の
子
ど
も
計
８
０
０
人

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
方
法

　

新
発
田
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

（
一
社
）
新
発
田
青
年
会
議
所

　

事
務
局

☎
 ０
２
５
４
‐
２
４
‐
０
４
０
４

FAX
０
２
５
４
‐
２
１
‐
１
５
２
２

　健康的な食事をしたいと思ったときどんな献立を考
えますか？おすすめなのが、「和食」です。和食には
「一汁三菜」という伝統的なスタイルがあり、ごはん、
汁物、おかずをそろえることで栄養バランスをとるこ
とができます。

　私たちの身体は、毎日の食事から作られます。忙し
さや面倒くささから、食事をおろそかにしていません
か？完璧でなくても、日々できることから始めましょ
う。

新・食は味楽来新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）管理栄養士　☎27-6511

旬を大切に、目でみて、味わって旬を大切に、目でみて、味わって
　　　　　　　楽しく「和食」生活をしよう！　　　　　　　楽しく「和食」生活をしよう！

≪聖籠町の郷土料理　豆みそ≫
材 料（４人分）
　大豆 …… 1/ ２カップ（65g）
　油 ……… 大さじ１
　味噌 …… 大さじ２.5
　砂糖 …… 大さじ２

作り方
１　鍋かフライパンに油を熱し、大豆を弱火でゆっく
りとカリカリになるまで炒める。
２　１に味噌と砂糖を入れてよく混ぜて火を通す。
　※　豆は時間をかけてよく炒めるのがコツ
☞大豆の代わりに落花生で作ってもおいしいですよ。

学校給食にも登場するよ～！！（ゆで大豆の豆みそ）鬼は外～♪
福は内～♬

１ 一汁三菜一汁三菜　の
　 　　献立を中心に
ごはん　汁もの　
肉や魚などの主菜　
野菜のおかず 1～ 2品
　　＋　
牛乳（豆乳）　果物
をそろえる

３ 10の食品群10の食品群を意識して
肉類・卵・魚介類・
大豆、大豆製品・
牛乳、乳製品・いも類・
海藻類・果物・緑黄色野菜・
油脂類・
（人間総合科学大学　
熊谷修教授らの研究による）

２ 食卓に５色の彩５色の彩を（白・緑・赤・黒・黄）
白…ごはん、パン、麺、芋類、
緑…ほうれん草、小松菜、ニラなどの野菜類など
赤…肉類や魚、トマトや人参などの緑黄色野菜など
黒…ごまやのり、ひじきなどの海藻類、きのこ類など
黄…大豆や大豆製品、卵など

〈 バランスのよい食事をつくる（または選んで食べる）コツ 〉〈 バランスのよい食事をつくる（または選んで食べる）コツ 〉
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新
た
な
指
揮
官

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
12
月
12

日
（
月
）、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
新
監

督
に
三
浦
文ふ

み

丈た
け

氏
が
就
任
す
る
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。
三
浦
新
監
督
は

２
０
１
３
年
か
ら
２
年
間
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
コ

ー
チ
を
務
め
、
新
潟
の
ス
タ
イ
ル
は

熟
知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
季
は

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の
監
督
と
し

て
Ｊ
３
リ
ー
グ
を
戦
い
、
３
位
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
育
成
年
代
の
指

導
経
験
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
培
っ
た
手
腕
に
大
き
な
期

待
が
懸
か
り
ま
す
。

　

12
月
22
日
（
木
）
の
報
道
対
応
で

は
、
新
潟
の
地
に
帰
っ
て
き
た
喜
び

と
と
も
に
、「
選
手
ひ
と
り
ひ
と
り

が
攻
守
に
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
し
て
、
粘

り
強
い
守
備
か
ら
速
い
攻
撃
を
仕
掛

け
て
い
く
の
が
ア
ル
ビ
の
持
ち
味
。

そ
れ
を
出
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

目
指
す
サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
力
強
く

口
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
本
格
的
な
チ
ー

ム
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す

が
、
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ
た
の
は
、

「
一
方
通
行
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
い
く
こ
と
」。
選
手
、
ス
タ
ッ
フ

が
一
枚
岩
に
な
っ
て
、
戦
う
準
備
を

積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
シ
ー
ズ
ン
を
見
据
え
、
指

揮
官
は
「
ア
ル
ビ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の

熱
さ
は
、
コ
ー
チ
の
頃
か
ら
感
じ
て

い
ま
し
た
。
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
と

し
て
、
我
々
と
一
緒
に
戦
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。
三
浦
新
監
督
の
も
と
、
チ

ー
ム
は
さ
ら
な
る
成
長
を
追
い
求

め
、
飛
躍
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
も
引
き
続
き
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
に
熱
い
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

４
度
目
の
挑
戦

　

12
月
25
日
（
日
）
は
皇
后
杯
決
勝

が
開
催
さ
れ
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
レ
デ
ィ
ー
ス
は
４
度
目
と
な
る
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
レ
オ
ネ
ッ
サ
と
の
頂
上

決
戦
に
挑
み
ま
し
た
。
新
潟
は
小
金

丸
幸さ

ち

恵え

選
手
、
平
井
咲さ

き

奈な

選
手
、
斎

藤
友ゆ

里り

選
手
、
山
田
頌し

ょ
う
こ子

選
手
が

２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン
限
り
で
の
引
退

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー

で
戦
う
ラ
ス
ト
ゲ
ー
ム
へ
、
選
手
た

ち
の
想
い
は
ひ
と
つ
。
会
場
の
フ
ク

ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ
に
駆
け
つ
け
た
約

３
０
０
０
人
の
新
潟
サ
ポ
ー
タ
ー
の

大
声
援
も
、
チ
ー
ム
の
結
束
を
よ
り

強
固
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

前
回
王
者
の
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
に
対
し
、

序
盤
か
ら
果
敢
に
ゴ
ー
ル
へ
と
向
か

っ
て
い
く
新
潟
。
ス
ピ
ー
ド
を
活
か

し
た
八
坂
選
手
の
突
破
や
上
尾
野
辺

選
手
の
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
な
ど
、
多

彩
な
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
き
ま
す
。

中
盤
の
底
で
は
、
山
田
選
手
と
阪
口

選
手
の
コ
ン
ビ
が
攻
守
に
躍
動
。
準

決
勝
か
ら
中
１
日
と
い
う
ハ
ー
ド
な

日
程
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
ギ
ア

を
上
げ
て
戦
っ
て
い
き
ま
す
。

　

後
半
に
入
っ
て
か
ら
は
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ

が
押
し
返
す
よ
う
に
な
り
、
新
潟
は

耐
え
る
時
間
が
増
え
ま
す
が
、
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
を
中
心
に
粘
り
強

く
攻
勢
を
は
ね
返
し
ま
す
。
途
中
か

ら
ピ
ッ
チ
に
立
っ
た
斎
藤
選
手
も
、

ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
で
守
備
に
貢
献
。
危

な
い
場
面
も
ひ
と
り
ひ
と
り
が
懸
命

に
体
を
張
り
、
ゴ
ー
ル
を
許
さ
ず
前

後
半
の
90
分
を
終
え
ま
し
た
。

　

延
長
に
入
っ
て
か
ら
も
押
し
込
ま

れ
る
展
開
が
続
き
ま
し
た
が
、
選
手

た
ち
の
集
中
は
途
切
れ
ま
せ
ん
。
中

村
選
手
と
左
山
選
手
の
両
セ
ン
タ
ー

バ
ッ
ク
も
、
最
後
ま
で
足
を
伸
ば
し

て
相
手
に
食
ら
い
つ
き
ま
す
。
シ
ュ

ー
ト
が
枠
を
襲
っ
て
く
れ
ば
、
Ｇ
Ｋ

福
村
選
手
が
抜
群
の
反
応
で
ゴ
ー
ル

を
死
守
。
１
２
０
分
を
戦
い
抜
き
、

勝
負
は
Ｐ
Ｋ
戦
へ
突
入
。

　

新
潟
は
１
人
目
の
中
村
選
手
が
外

し
た
も
の
の
、
福
村
選
手
が
フ
ァ
イ

ン
セ
ー
ブ
で
チ
ー
ム
を
盛
り
立
て
ま

す
。
Ｐ
Ｋ
戦
は
サ
ド
ン
デ
ス
ま
で
も

つ
れ
ま
し
た
が
、
７
人
目
の
渡
辺
選

手
の
キ
ッ
ク
が
無
情
に
も
相
手
Ｇ
Ｋ

に
阻
ま
れ
る
と
、
直
後
に
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ

に
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
さ
れ
、
激
闘
は
終

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

↑監督としてアルビレックス新潟に戻ってきた三浦氏。↑監督としてアルビレックス新潟に戻ってきた三浦氏。

↑試合を通じてゴールを死守したＧＫ福村選手。↑試合を通じてゴールを死守したＧＫ福村選手。
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幕
。
最
後
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
っ
た

瞬
間
、
選
手
た
ち
の
目
に
は
涙
が
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
悔
し
い
で
す
が
、
こ
の

舞
台
で
選
手
た
ち
が
示
し
た
姿
勢

は
、
決
し
て
下
を
向
く
よ
う
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
役
最

後
の
戦
い
を
終
え
た
山
田
選
手
、
斎

藤
選
手
も
、「
自
分
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
も
の
が
す
べ
て
出
せ
た
。
や

れ
る
こ
と
は
や
り
き
っ
た
」（
山
田

選
手　

左
写
真
）、「
最
後
に
こ
の
チ

ー
ム
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
。
今
日
も
ピ
ッ
チ
に
立
つ
と
き

は
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
し
か
な
か

っ
た
」（
斎
藤
選
手　

左
写
真
）
と
、

悔
し
さ
の
中
に
も
充
実
感
を
浮
か
べ

な
が
ら
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

辛
島
監
督
は
試
合
後
の
会
見
で
、

選
手
た
ち
の
奮
闘
を
称
え
な
が
ら
、

「
こ
こ
で
出
た
課
題
を
来
年
に
活
か

し
て
、
さ
ら
に
上
積
み
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
新

た
な
シ
ー
ズ
ン
の
戦
い
を
見
据
え
て

い
ま
し
た
。
１
年
間
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
た
中
村
選

手
も
「
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
も
無
失

点
で
勝
ち
上
が
っ
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
自
分
た
ち
の
成
長
し
た
部
分
で

も
あ
る
。
来
年
も
自
分
た
ち
ら
し
さ

を
出
し
て
い
き
た
い
」
と
、
懸
命
に

視
線
を
前
に
向
け
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
と
し
て
さ
ら
に
成
長
し
、

今
度
こ
そ
タ
イ
ト
ル
を
。
悲
願
達
成

を
目
指
し
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス
は
２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン

も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
の
声
援
と

と
も
に
戦
い
続
け
て
い
き
ま
す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
】

　

２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
男
子
）
は
北
信

越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
１
部
、
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー

ス
（
女
子
）
は
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

リ
ー
グ
で
戦
い
ま
し
た
。

　

両
チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
は
、

皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

け
る
よ
う
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
飲
食

販
売
を
行
い

ま
し
た
。

　

バ
ル
ー
ン

サ
ッ
カ
ー
や

地
域
の
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ

の
子
ど
も
た

ち
で
運
動
会

や
前
座
試
合

な
ど
を
行
い

試
合
前
に
子

ど
も
た
ち
は

大
盛
り
上
が

り
と
な
り
ま

し
た
。

　

グ
ッ
ズ
販

売
ブ
ー
ス
で

は
多
く
の
グ

ッ
ズ
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
今
シ
ー

ズ
ン
新
し
く
タ
オ
ル
マ
フ
ラ
ー
を
販
売

し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
購

入
し
て
い
た
だ
き
身
に
着
け
て
応
援
し

て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
に
は
選
手
に
よ
る
お
見

送
り
を
実
施
。

　

選
手
と
お
客
様
が
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
も
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
ご
来

場
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
７

シ
ー
ズ
ン
、

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ

レ
ッ
ジ
（
男

子
）
は
北
信

越
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
リ
ー
グ

１
部
、
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ

カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
レ
デ
ィ
ー

ス
（
女
子
）

は
北
信
越
女

子
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
で
戦

い
ま
す
。
シ

ー
ズ
ン
開
幕

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
今
後
の

日
程
に
つ
き

ま
し
て
は
決

定
次
第
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ

カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
、
チ
ー
ム

の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ

ｅ
ｒ
に
て
随

時
更
新
い
た

し
ま
す
。

　

２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
‼

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

Ｊ
Ａ
Ｐ
ＡＡ
Ｎ
ササ
ッ
カ
ー
カ
レレ
ッ
ジジ
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

【 問い合わせ先 】【 問い合わせ先 】
〒957-0103 聖籠町網代浜925－1
TEL：0254－32－5357
FAX：0254－32－5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
チーム公式HP：http://team.cupsnet.com/
ジャパサカＨＧ運営スタッフTwitter：@jyappi

JAPANサッカーカレッジ
ホームゲーム運営

Facebook～ジャパサカ通信～

↑引退する４選手と小原由梨愛選手。左から山田選↑引退する４選手と小原由梨愛選手。左から山田選
手、平井選手、小原選手、斎藤選手、小金丸選手。手、平井選手、小原選手、斎藤選手、小金丸選手。
小原選手は引退しません。小原選手は引退しません。
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みんなのひろば

開志学園ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ開志学園ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ
高等部女子チームが全国選手権出場！高等部女子チームが全国選手権出場！

聖籠ライオンズクラブから寄贈を聖籠ライオンズクラブから寄贈を
いただき聖籠町立図書館がもっといただき聖籠町立図書館がもっと
 利用しやすくなります 利用しやすくなります

　平成 28 年 12月14日（水）、開志学園ＪＡＰＡＮサッ
カーカレッジ高等部女子チーム（以下、開志ＪＳＣ女子）
が町長を表敬訪問しました。
　開志ＪＳＣ女子は全日本高校女子サッカー選手権北信
越大会に出場し、２年連続で優勝。北信越王者として全
国選手権に駒を進めることを町長に報告しました。
　開志ＪＳＣ女子主将の守屋栞

かん

奈
な

選手は、「去年の優勝
校（初戦の相手である静岡代表の藤枝順心高等学校）
を倒して優勝したいです。」と町長に語り、町長は「初戦
が大事。精一杯がんばってほしい。」とエールを送りました。
　全国選手権は平成 28 年 12月 30日（金）に開幕し、
開志ＪＳＣ女子は残念ながら１回戦で敗退し、全国選手
権を終えました。
　開志ＪＳＣ女子の選手の皆さん、お疲れ様でした。

　平成 28 年 12月 21日（水）、聖籠町立図書館内で聖
籠ライオンズクラブからの図書運搬用カートの贈呈式が
行われました。
　この贈呈式で、聖籠ライオンズクラブの天

あま

城
ぎ

千
ち

栄
え

子
こ

会
長から渡邊町長に寄贈目録が手渡されました。
　天城会長は「小さなお子様の利用しやすい町の図書館
がさらに利用しやすくなるよう、カートを末永く利用してく
ださい」と話されました。
　町長は「町民から愛される図書館となるよう、ご寄贈い
ただいた品を大切に使わせていただきます」と返答しました。
　聖籠ライオンズクラブの皆さま、ご寄贈をいただきあり
がとうございました。

↑前列左からＪＡＰＡＮサッカーカレッジの刀根副校長、同校の小出校長、
渡邊町長、開志ＪＳＣ女子の守屋主将、開志ＪＳＣ女子の鈴木聡

そう

監督。

↓寄贈目録を手渡す聖籠ライオンズクラブの天
あま

城
ぎ

会長（右）と寄贈目録を受
け取る渡邊町長（左）。手前にあるカートが寄贈を受けたライブラリカー
トです。
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小林 蒼さん 5歳 佐藤 楓さん 5歳
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子子
ここ

さん　統計表彰を受賞さん　統計表彰を受賞

　長年、各種統計事務に従事した功績が認められ、網
代浜の石澤真

ま

理
り

子
こ

さんと亀塚の髙松恵
けい

子
こ

さんが、統計
表彰を授与されました。
　石澤さんが受賞したのは統計功績者表彰（総務大臣
表彰）。高市早苗総務大臣に代わり、渡邊町長から平成
２８年１２月１４日（水）に賞状と記念品が伝達されました。
　石澤さんは、平成２２年から国勢調査や農林業セン
サスなど、合計３種類４回の統計調査に指導員や調査
員として従事され、今回の受賞は特に国勢調査の指導
員としての活動が評価されたものです。
　表彰を受け、石澤さんは「賞をいただき、ありがと
うございます。統計調査は地味ですが、国づくりや町
づくりの基礎となる欠かせないものです。調査票を配
布された皆さんは、ぜひ回答にご協力ください。」と
話されました。

　髙松さんが受賞したのは新潟県統計協会総裁表彰。
新潟県統計協会総裁（米山隆一新潟県知事）に代わり、
渡邊町長から平成２９年１月１０日（火）に賞状と記
念品が伝達されました。
　髙松さんは、平成１７年から国勢調査や農林業セン
サスなど、合計５種類１１回の統計調査に指導員や調
査員として従事されました。
　表彰を受け、髙松さんは「長く調査員などで統計に
関わっています。最近は個人情報やプライバシーのた
めに調査も難しくなっていますが、人と会うのが楽し
くて続けることができます。」と話されました。
　石澤さん、髙松さんにおかれましては、ますますの
ご活躍とご健康を祈念申し上げます。
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史
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教諭（聖籠中）
新潟県優秀教職員表彰を受賞

聖籠町学校運営協議会
文部科学大臣表彰を受賞

　新潟県教育委員会では、学校教育における教育実践

などに顕著な成果を上げた教職員を表彰しています。

　田邉和
か ず

史
し

教諭（聖籠中）は、研究主任として、県中

学校教育研究会指定の道徳研究に取り組んでいます。

また、数学主任として授業改善を推進し、数学の学力

向上に成果を挙げています。

　田邉教諭のこれらの実践が評価され、平成 28 年 10

月 25 日（火）、新潟県優秀教職員表彰を受賞しました。

　今後も町の子どもたちや地域のため、ご活躍くださ

るようお願いします。

　「聖籠町学校運営協議会」の９年間の取り組みが評

価され、平成 28 年 12 月 8 日（木）、東京都千代田区

の文部科学省本省において「平成 28 年度　地域学校

協働活動」の文部科学大臣表彰を受賞しました。

　当日は聖籠中学校 学校運営協議会の市川勝
か つ

榮
え い

会長

が代表して出席し、表彰状を授与されました。

　県内初となった取り組みにご尽力くださった多くの

皆さまに感謝申し上げます。今後も学校・家庭・地域

が一体となって進める子どもたちの健全な成長にお力

添えくださるようお願いします。↑　受賞した田邉教諭。

↓　この表彰状は役場３階 子ども教育課前でご覧いただけます。
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　平成 28 年 12月18日（日）、聖籠球場で元読売巨人
軍の加藤健

けん

選手※1、読売巨人軍の長
ちょう

野
の

久
ひさ

義
よし

選手と片岡
治
やす

大
ゆき

選手の３人による「野球教室」が開催されました。
　加藤健

けん

選手を応援する会（会長：渡邊町長）の主催で、
町の少年野球チームに所属する小学生 52人と聖籠中学
校野球部員 26人がプロの指導を受けました。
　「必ず聖籠球場で実施する」という関係者の強い気持
ちと熱心な整備により、前日までの激しい雨にもかかわ
らず、グラウンドは内野に水たまりがない良好な状態で、
晴れ間も見える天候※2となりました。
　「ここに集まったみんなには、ぜひプロを目指して頑張
ってほしい」と語った加藤さん。長野選手、片岡選手と

ともに小中学生に熱心に指導をしました。
　小学生の部に参加した高橋拓

たく

夢
む

さん（蓮野スラッガー
ズ）は「バッティングのコツや捕球のときに腰を下げるこ
と、キャッチボールのときのボールへの対応を教えてもら
い、勉強になりました」と、３選手からの指導を胸に刻
み話してくれました。
　中学生の部に参加した高橋駿

しゅん

さん（聖籠中学校野球部
主将）は、「長野選手からバッティングを、片岡選手から
太ももの内側の筋肉の使い方を教えてもらいました。（突
然の雨で）加藤選手から指導を受けることができず残念
でした。」と語り、野球のプロフェッショナルからの指導
を振り返りました。
※１　加藤健さんは１月４日（水）に現役引退を表明しました。18 年間のプロ
野球生活、本当にお疲れ様でした。

※２　野球教室は、中学生の部では指導開始から３０分ほどで大粒の雨が降
り、残念ながら短い時間で中止となりました。

①

②

③

④

⑤

⑥

写真説明／①加藤さんの蓮野スラッガーズへの指導。／②長野選手の山小
ストロングスへの指導。／③片岡選手の亀代ベースボールクラブへの指導。
／④～⑥　加藤さん・長野選手・片岡選手による中学生への指導の様子。
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集落の無病息災を願い集落の無病息災を願い
「さいの神」が実施されました「さいの神」が実施されました

今年も遠くからありがとう　今年も遠くからありがとう　
こども園にサンタがやってきたこども園にサンタがやってきた

　１月８日（日）、各集落で小正月の恒例行事
の「さいの神」が行われました。
　苔沼集落（写真左）では、青苔会（苔沼集落
青年部）が主催し、毎年開催されています。集
まった集落住民の皆さんは約８０人。1年間の
無病息災などを願い、区長があいさつをした後、
午後１時に集落の「年男」の皆さんにより「さ
いの神」に火がともされ、燃え上がりました。
　山諏訪山集落（写真右）では、集落青壮年部
の主催で毎年行われています。集まった集落住
民の皆さんは約９０人。天候にも恵まれ、「昨
年よりも人が集まった」との声が聞かれました。
　青壮年部の会長があいさつし、午後２時に「年
男」・「年女」の皆さんが「さいの神」に点火。
集まった皆さんは、燃え上がるさいの神に無病
息災や五穀豊穣などを願いつつ、焼いたするめを
かみしめていました。

　今年もたくさんのプレゼントとともにサンタさんが平成 28 年 12
月16日（金）に蓮野・蓮潟・亀代の各こども園にやってきました。
　「リン、リン、リン」と鈴の音とともにやってきたサンタさんに子
どもたちは大喜び。サンタさんからプレゼントを受け取り、子ども
たちは目を輝かせました。
　プレゼントをもらった後は、子どもたちがお歌のプレゼント。
よい子のみんなに会えたことをとっても喜んで帰ったサンタさんで
した。
写真：①蓮潟こども園　②蓮野こども園　③亀代こども園

③
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